
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































怒ル中ニ巧笑ノ美アルガ如ク也」と記す 大岳周崇の説。 『四河入海』巻二五の三） 。今これに従う。
8○哀音 　
哀し





































































































































































































































































































































に和し、火を出だして新茶を煮る」とあ のを踏まえて る 新火は、寒食















































































































































































































































































陳師仲のこと、伝道はその字。 『蘇軾詩注解（十九） 』に収める作品番号一八四四の詩 題の注を参照。
1○二陳 　
陳師仲とそ 弟である陳師道のこと 陳師道については、 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める作品番号
一七八五の詩の詩題の注を参照。 ○妙士 　
















































































































とと別れること。白居易「始めて主客郎中、知制誥に除せられ、王十一・李七・元 の三舎人と中書に同に宿して旧き感懐を話す」詩（ 『白居易集箋校』巻一九）に、 「閑宵 　
静かに話して喜び還た悲しむ、聚散と窮通とは自ずから知
られず」とある。また『蘇軾詩注解（二） 』 収める作品番号 六〇七の詩の注も参照。
10○佳夢一句 　
よい夢を見




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とある（夢を猛に作るのは誤り。清・馮浩 玉谿生詩集箋注』巻二） 。○ 〔原注〕 　
揚州の芍薬は世に知られ、従来そ
蘇軾詩注解（二十）
三二
201
の多くの花を用いた「万花会」が行われていたが、その害が甚だしく、蘇軾が赴任したときこれを止めさせた。 「楽を以て民を害す」文（ 『蘇軾文集』巻七二）にその経緯が述べられている。
　
しばらくは浮き雲のように都に居候し、その後は転々と一夜の宿を乞うて歩く行脚僧のような姿である。
?
林院で揮った筆の腕前をひとまずおさめ、意外や淮水の月の下で舟を操る人となった。
　
西湖のほとり、あなたの書斎が煙波に漂っているさまはまことに羨ましい限り。こちらは笑うべきことに、
芍薬の季節を迎えても
?こしき
に塵がたまる始末（で、祭りのご馳走も作れない） 。あなたにお知らせします。近ご
ろ当地は至って殺風景、 長江に連なる雲夢の沢
たく
の雨に降り込められて、 春の歓びをも知らぬありさまなのですよ。
 
（担当 　
蔡 　
毅）
